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螺旋構造を形成するコレステリック液晶の配向方位を基板上で周期的に変化させた素子は液晶

ホログラフィック光学素子(HOE)と呼ばれ、円偏光選択性を示す反射型の回折光学素子として注

目されている[1,2]。微細な配向パターンの必要性から大型の液晶 HOE素子は作製例が少なかった

が、本研究では 10 cmの大型基板を用いて液晶 HOE を作製し、光学特性の評価とシースルー光学

系への応用を行った。 

本研究では円偏光二光束干渉法により液晶 HOEの試作に取り組んだ。光配向膜を製膜した基板

上で直交する円偏光のレーザーを干渉させることで、直線的に変化する配向パターンを形成した。

配向処理を施した基板の上にコレステリック液晶前駆体溶液をスピン塗布し、光重合することで

固体の素子を得た。材料およびプロセスを最適化し、最大で 10 cm の基板での良好な配向を確認

した。さらに、作製した素子へのポストプロセスによる溶媒滴下により、反射波長帯域を広域化

できることを見出した。 

図 1aに作製した液晶 HOE（パターン周期:800nm、螺旋周期約 320 nm）および一様配向素子の

外観像を示す。鏡面反射を示す一様配向素子に対し、液晶 HOEでは光の分散が確認された。また、

液晶 HOEの回折角は理論式と良く一致し、最大で 90%以上の回折効率を示した(図 1b)。作製した

液晶 HOEを用いてシースルー型のイメージング光学系への適用を検討した。導光板に二枚の液晶

HOEを貼り付けたところ、HOEを介してディスプレイの虚像が観察された。このことから、液晶

HOEがシースルー光学系の光結合器として動作することを確認した。 

 

図 1 (a) 一様配向およびパターン配向した液晶 HOEの外観像 (b) 液晶 HOEの透過スペクトル 
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